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１．総合評価 

（１）継続の可否     ☑ 継続       □ 中止 

（２）修正の必要の有無  □ 修正の必要あり  ☑ 修正の必要なし 

 

２．総合所見 

本研究で開発された一層都市モデルが気象庁の非静力学モデルに組み込まれ、

本庁でのヒートアイランド監視業務での利用に目途をつけたことは高く評価で

きる。少人数の研究であり、学術成果は必ずしも多くないが、学術誌に論文と

して発表するなど、目標の達成に向けて着実に研究を進めていると認められる。

ただし、副課題２については、汎用 LES（ラージ・エディ・シミュレーション）

モデルの開発が遅れており、目標達成に若干の懸念がある。実用化を視野に見

据え、そのために必要な作業内容を整理し、重点的に取り組むべき課題を絞り

込むことで、効率的効果的に研究を進めてもらいたい。 
今後は、一層都市モデルをさらに精密化した多層モザイク都市モデルの開発

に期待する。研究推進にあたっては、地域気候モデルの研究者との連携をいっ

そう強化してもらいたい。また、本庁関連部署とも引き続き連携して研究を進

めてもらいたい。さらに、成果を取りまとめ論文として発表することを期待し

たい。 


